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苦 しみ の 起　　　　こ

Ay 五rahga −sutta と Suttanipata

る原 因の 共通表現

渡　辺 　研 　二

1 ． は じめ に

　 ジ ャ イナ 教 で は
一

般 に 善業 （p・ηya −ka  a・） は楽 しみ （sukha ） を生 ず る 千段 で あ

り， 悪業 噛pa−karman ）は苦 しみ （duhkha） を生 ずる手段で あ る と考 えて い た． つ

ま り悪 業か ら苦 しみ が 生 ず る とみ な し て い た ． ま た ジ ャ イ ナ 教徒 は業 を
一

種の 微

細 な物 質 と見 な して い た ． 普 通 ， 人間 は迷 い に 支配 され て 行 動 して い る ． そ の 結

果 ， 業が身体 の 内部に流 入 し （s・ya）， 業物 質が霊魂 に付 着 し， 「業の 身体」 （kamma −

s頗 raga ） と称 す る 特別 の 身体 を形 成 し
，

そ の 結 果 と して 霊 魂 を昏 ら ま し
，

束縛 し

て い る ， と見 な して い る の で あ る． したが っ て 不道 徳 な行為 は苦 しみ を もた らす

もの で あるが
，

そ れ ばか りで は な くて ， 人 間の 行為そ の もの が ， 結局 ， や は り苦

しみ を もた らすの で あ る． 仏教で は 「
一

切 皆苦」を根本説 とするが ，
ジ ャ イ ナ教

もすべ て の 生 きもの た ちの 苦 しみ を強調す る ． 両教 共 に苦 しみ に 関す る認識 は共

通 で あ る．

　そ の 苦 しみ の 起 こ る原 因を示唆する 表現が ，
ジ ャ イナ教 と仏教 の 古 い 聖 典 に 書

か れ て い る ．

2 ． ジ ャ イナ 教 と仏教 の 共通表現

Ay 互rahga −sutta　1．3．1．3 （p．13，1．　22）

＝ Ayi辷 1．4．3J　（p．19，
1．14）二 JAs 　108， 140

firambhaja卑 　dukktharn　irpa叩

こ の 苦 しみ は活動 か ら生ず る ．

（筆者訳）

Suttanipata　744

ya珥　kifici　dukkharp　sambhoti
，
　sabbarp 　Eram −

bhapaccay巨，
巨rambhfinarp 　nirodhena 　n

’
atthi

dukkhassa　sar ロbhavo．

お よそ 苦 しみ が起 こ る の は
， すべ て 起 動

を縁 として起 こ る．諸 々 の 起 動が消滅す
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 るな らば，苦 しみ の 生ずる こ ともな い ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中村元訳）

　テ キス トの arambha を筆者 は シ ュ ブ リ ン グ教 授の 訳 に な ら っ て 「活動」と訳 し
，

中村 先生 は
， おそ ら く語源か ら見 て 「行為 の 開始」とい うよ うな意味か ら 「起動」

と訳 され てい る と思 わ れる ．

3 ． 5rambha につ い て

　 さて ，
ジ ャ イナ教 の 『ア ー ヤー

ラ ン ガ ・ス ッ タ』 と仏教 の 『ス ッ タ ニ パ ー タ』

に現 れ る苦の 原因と もとれ る Erambha は どの よ うな意味の 言葉で あろ うか ．

3．L ジ ャ イナ教 文献か ら見た arambha

　 ジ ャ イナ 教 聖 典 の 古 い 部分 に は 「生類 に 暴 力 を加 え る 」 とい う表 現 dandam

（sam ）5rambhai ， 「暴力 的行為 に 着手す る
， 従事す る 」 とい う意味で ある が

， そ の

動 詞 arappbhaiを引 き継 い で い る 動詞 的名詞 蕊rambha は ジ ャ イ ナ教 の 古層聖 典 ， 特

に 『ア ー ヤー
ラ ン ガ ・

ス ッ タ』の
一 部 に単体 で 12回現 れ る．

　 また
，

こ の 語 は 『ス ー ヤ ガ ダ』 に お い て は pariggaha （Skt．　parigraha， 所有 ， 獲得）

と一組 とな っ て 現 れ る こ とが知 られて い る． 共 に ， 在 家者の 抑制 され ない 生活の

特長 として 記述 され て い る．例 えば iha　khalu　g百ratt贓 s5rambh5 　sa−pariggahE（SUyagada．

2．1．43−44 ＝ JAS 　677）「こ こで
， 実 に 活動 （5rambha ） と所有 （pariggaha）を ともな う在

家 者 た ちは 」． また， 5rambha は
，

一 般 人 の 日常 の 必要 悪 の 行 動 ， 活動 を意 味 し

て い る． pav5vagE　ya　Erambha （Sttyagada．1．8．7 ＝ JAS 　417）「悪 を と もな っ て い る活動」

つ ま り日常の 生 活 に必 要 な活動の こ とを意味 して い る． こ の よ うな 日常 の 活動 は
，

最初 は ， 感官の 対象 に 向か っ て い き， そ の 結 果， 最終的 に欲 望 の 満足 に 向 け られ

て い くよ うになる． 聖典 に
，

agiddhe 　sadda −ph5sesu　arambhesu　anissie （Sbyagada．1．9．35

＝ JAS 　471）「声 ・触 に お い て 貪 欲 で な く， 活動 に 加 わ ら ない ．」 とあ る． さ ら に ，

こ の 世 の 生 きもの た ちが ， 日常 にお い て 常 に活動 して い る こ とが 聖典 に残 さ れ て

い る．

m 五hap巨  attiy 巨vess 巨
，
　carpd 巨IE　adu 　bokkas互

esiya 　vesiya 　sudda 　je　ya　arambha −nissiy5 ．（SUyagada．1．9．2 ＝ JAS　438）
バ ラモ ン， ク シ ャ トリヤ， ヴ ァ イシ ャ ，

チ ャ ン ダーラ ，
ブ ッ ク サ ， 猟師，商人， シ ュ

ー

ドラ た ちは ，活動す る の を習慣 と して い る．

3 ．2 ． 仏教文献か ら見た 5rambh 劉

drambha は梵 語の 辞典 には 「着手 ， 企 画 ， 開始」な どと意味が 示 され て い るが ，
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原始仏教 を研 究す る うえで 大切 な経典 「ス ッ タ ニ パ ー
タ』 を翻訳 した有名 な学者

た ちは
，
2rambha をそれ ぞれ 「起動」 （中村元）， 「悪 行」 （榎本文雄），

“

exertion
”

（K ．

R ．Norman ）， 「企 て 」 （並 川孝儀）， 「功 をあせ る こ と」 （渡辺照宏）， 「勤労」 （村上真完 ・

及 川 真介）， 「労苦 」 （宮坂 宥勝 ）， 「妄動」 （荻原 雲 来） な ど と訳 して い る． そ れ ぞ れ

の 訳語は興味深 い もの が ある が
，

と くに 榎 本先生 の 訳 「悪行 」 は ジ ャ イナ 教の 学

者の ブ ル ー ン先生 （Klaus・Bruhn）の ジ ャ イナ教に お ける Erambha の 訳
“
evil　act

”
と

呼応 し て い て 興 味深 い ． こ の 訳 は ジ ャ イ ナ教 の 聖 典 の 伝 統 的 な注 釈者 の 解 釈 と 一

致す るの で あ る．
一 方 ， 『ア ー ヤー

ラ ン ガ ・ス ッ タ』 の 翻訳 を した西洋 の 学者 は

Arambha を
“

Betatigung
”

（W ．　Schubring），

“

action
”

（H．　Jacobi） と共 に 「活 動」 と訳

して い る ．

　 さ らに
，

こ こ で 取 り上 げた 『ス ッ タ ニ パ ー タ』744を含 む 728か ら 744 まで の

記述 に つ い て
， 解 説書 を著 わ した並 川孝 儀先生 （『ス ッ タ ニ パ ー

タ　　仏教 最 古 の 世

界
一

』）は 「こ こ で は
， 苦 しみ の 原因が相互 に連鎖 した もの と して 説か れ て い な

い が
， 偈 の 順序 を考慮 に 入れ る と

， 後 に説 かれ る十二 支縁起 を想起 で きる」 と指

摘 され て い る ． 「つ ま り， 苦 しみ が起 こ る 原 因を ，
生 存の よ りど こ ろ （とな る根源

的 執著 一無 明）→ 行為 の 潜在 的 な力 → 識別作 用 → 接 触 → 感受 → 妄執 → 執着 → 生存

→ 生 まれ → 死 → 企 て → 食す る こ と→ 動揺 ，
と連鎖 的に捉 えて い る よ うに も理解 で

きる ．」 と指摘 して お られ る ．加 えて
， 「仮 に十二 支縁 起 に な い 「企 て 」以 下 を除

い て 両者 を比 較 す る と」 （154頁） と して 各 支分 の 要素 を それ ぞ れ 比 べ て い る ． こ

こ で 「企 て 」 と訳 されて い る語 は …irambha で ある． しか も十二 支縁起 に ない 術語

で ある こ とか ら
， 仏教 に お ける 十二 支縁起 の 成立 以 前の 古い 伝承 で は ない か と も

考 え られ る．

　 こ の arambha は ジ ャ イ ナ教 の 綱要書で ある 『タ ッ トヴ ァ
ー ル タ ー デ ィ ガ マ ・ス ー

トラ』 VI 章 9 に は sarprambha
，
　 samdrambha

，
　 drambha と同類 の 三 つ の 術 語 が併記

さ れ
， そ れ ぞ れ 意 味 は

， 「企 画 ， 準備 ， 着手」 （金倉 円 照）で あ る ． こ れ は以 下 に

取 り上 げ る ジ ャ イナ教聖 典の 古層 に お け る drambha の 用例 を ま とめ た もの で は な

い か と推測 で きる ．

4 ． 『ス ッ タ ニ パ ー タ』にお ける （sam ）9rambha に つ い て

　（sam ）arambha の 本 来の 意 味 を反 映 し て い る 用例 が 『ス ッ タ ニ パ ー タ』 に残 さ

れ て い る．

　 SuttanipEta　311
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　 tayo　rog5 　pure　Esum ： icch5
，
　anasanafi

，
　jar盃，

　 pas5na丘 ca　sam 翫 ambh 巨韻 h5navuti．m −agama 鵬

　昔 は ， 欲 と飢 え と老 い とい う三 つ の 病 い が あ っ た だ けだ っ た． とこ ろ が諸 々 の 家畜 を祀

　 りの た め に殺 したの で ，九十八種 の病 い が起 こ っ た． （中村元 訳〉

　 そ れ まで ， 『わず ら い 』 と言え ば，欲望，飢 え， 老 い の 三 つ の み で あ っ た． だが ，動物

　 の 犠牲が 始 まる と，九十 八種もの 『わず らい 』が襲 い かか っ て きた． （本庄良文訳）

　（sam ）arambha の 本来の 意 味は 中村訳に あ る よ うに ， 「家畜 を祀 りの た め に殺 し

た 」， また は 本庄訳 に ， 「動物 の 犠牲 が始 まる と」， に明確 に見 られ る よ うに ， （sam ）−

arambha の 本 来の 意 味は ， 動物犠牲 の 行為 に関す る もの で あ っ た．

5． ジ ャ イナ教古層聖典 の 例

　次の ジ ャ イナ教 の 最古 の 聖典 に見 られ る六 生 類 に対する暴力 に 関す る （sam ）−

arambha幅 passa．．．tirambhaの 組み合 わ せ の 表現 もまた （sam ）5rambha の 本来の 意

味 を反映 して い る に違 い ない 。

Ayar．1．1．2．6　（p．2，
　L　31）

ettha　sattha 卑 （sam ）Arambham5passa　icc−ee 互rambh 巨 aparinnfiy 巨 bhavanti，　ettha 　sattha 甲

asam 巨rabham 五尊assa 　icc−ee 五rambh 五 parinn5y互 bhavanti．　tarp　parinn5ya　meh5vi 　n
’
eva 　saya  

pudhavi−sattham 　samarabhejjE 　n
’
ev

’
annehim 　pudhavi−sattharP 　samfirambhavcjja 　n

’
ev

’
anne

pudhavi−sattham 　samarabhnte 　sama ロ両巨鯛 j互．　jass
’
ee 　pudhavi−kamma −samErambhfi 　parinnaya

bhavanti，　se　hu　muUi 　parinn5ya−kamme − Ui　bemi．
こ こ で ，道 具 を使 っ て 活 動 しつ つ あ る 人 に と っ て t そ の よ うな活動が 匚害 を もた らす も

の と して ］熟知 され て い な い ．道 具を使 っ て 活動 しな い 人 に とっ て ，そ の よ うな活動 が

［害を もた らす もの と して ］ 熟知 され て い る． こ の 活動が ［害 を もた らす もの と して ］

熟知 して い る 賢者は
， 自ら ， 地 に対 して 道具 を使 っ て ，活動 すべ きで は な い し，他 を し

て 活動 させ る べ きで は ない し， 他が活 動 して い るの を容認 す べ きで は ない ．地 に対する

行為の 活動 を ［害 を もた ら す もの と して ］熟知 して い る 人 に と っ て ， そ の 人 は ， ［害 を

もた らす］行為 を熟知 して い る聖 者で ある． とこ の よ うに 私は言 う．

samarabhamdnassa の 動 詞 sam −a−V
’
rabh と名詞 arambha は 関係 が ある と推測 され

る。

sam −a−V
’
rabh は動作 を開始す る こ と を意味す る動詞で

， 次の よ うに使わ れ る．

　入yar．1．8．1．5　（p．33，
1．28−p．34，

1．5）

　．．．mehavi 　ca　n
’
eva 　sayarP 　eehi叩 kaehim　darPdarP　samarabhejja

，
　n

’
ev

’
annehim 　eehi 【P　kaehim

　darpdam　sarn5rarnbh5velj 互，　j’

ev
’

anne 　eehilp 　k巨ehi 叩 daロdam　samfirabhante 　vi　samapuj 巨rpejj5．．．no

　 da寧da−bhi　dapdapa　sam 頂 rabhejj 互si− tti　bemi．

　賢者は こ れ らの 諸々 の 身に 対 し ， 決 して 自らダ ン ダ を開始すべ きで は ない ．他の 者た ち

　を して
，

これ ら諸 々 の 身に対 し， 決 して ダ ン ダ を開始 させ る べ きで は ない ． こ れ ら諸 々
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の 身に 対 して ダ ン ダを開始 しつ つ ある他者 た ち を，決 して 容認すべ きで は な い ．… ダ ン

ダを恐 れ る者 は， ダ ン ダを 開始 しな い ．

　こ こ に い う，
ダ ン ダを開始す る

，
とい うこ と は 暴力をふ る うとい うこ とを， 意

味 して い る．

6 ． 結びに か えて ， イ ン ド思想 に おけ る 「活動」 につ い て

　ツ ィ ン マ
ー

マ ン 教 授 は 論文 「菜食主 義 と非 暴力 に つ い て の ノ ー ト」 で
， 「『チ ャ

ラカ ・
サ ン ヒ タ ー』 に お い て も， 「活動」 （pravPtti）と 「非 活動 」 （nivPtti ） とい う古

来の 強 固 な対立 が 見 出 され る ． 「活動 」 とは
， 世俗 的 な企て や 行動 に 向か うもの

で あ り， 「非活動」 とは 「禁欲」つ ま り解 放 ， 解脱 で ある ．」 と 『チ ャ ラ カ ・サ ン

ヒ タ ー』 身体篇 ， 第五 章， 第八 節 に 述 べ て お られ る． そ して 『チ ャ ラ カ ・サ ン ヒ

タ ー』 を引用 して
，

世 俗的世 界の ，そ して
一切 の 苦悩 の 根 源， それ が 「活動」で あ る ．

一
方そ れ らの 停止が

「非活動」で あ る．「活動」は不幸で あ り，「非活動」は幸福 であ る． （赤松明彦訳）

tasya　m 引 alp 　sarvopapiav 五n 巨叩 ca 　pra殖 tih
，
　niv 鉾tiruparama レ

prav眞tir　dubkha単 ，
　pravτtti尊sukham 　iti

，
　yajjfiEnam　utpadyate 　tat　satyam 〃

（Caraka−sarnhjt 互
，
　Sarirasth互nam 　5．8）

　こ こ に述べ られ て い る 「活動 」 （pravrtti）が 巨rambha と同 じ内容 の 術語 で あ ろ う

と思 われ る ． つ ま り， 本 論で 指摘 した苦 の 原因 と して ジ ャ イナ 教 と仏教 に共 通 し

て 現れ る 5rambha とは ，世俗 的な 企 て や 行動 に 向か うもの を い うの で あ ろ う． そ

れ が 現 実世 界 の 中で
， 苦 しみ を生 み 出す もの と な っ て い る ， とい う主張 で あ ろ

う． 苦が 日常 の 何 気ない 行動 ， 活動か ら生ずる とい う考 えは ジ ャ イ ナ教 ， 仏教の

両教 に原初 的な宗教 的動機 とな っ た こ と は想像 に難 くない ．
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